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有
機
小
麦
栽
培
と
天
然
酵
母
か
ら
生
ま
れ
る

「
三
富
今
昔
村
」
の
パ
ン
た
ち

東
京
都
港
区
北
青
山「
R
E
N
J
I
S
H
I 

A

 

O

 
Y
 A 

M
A
」
は
、
30
年
以
上
行
き
つ
け
の
美
容
室
。
夫
婦
で
カ

ッ
ト
を
し
て
も
ら
い
帰
り
は
渋
谷
駅
ま
で
歩
く
。
途
中
で

寄
る
の
が
、
青
山
・
国
際
連
合
大
学
前
広
場
で
土
日
開
催

の
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。
そ
こ
で
出
会
っ

た
の
が
「
く
ぬ
ぎ
の
森
パ
ン
工
房
」。
農
園
で
有
機
栽
培

す
る
国
産
小
麦
を
ベ
ー
ス
に
し
た
天
然
酵
母
の
食
パ
ン
を

食
べ
た
ら
、
も
ち
も
ち
、
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
、
粘
り
の
あ
る
よ
う

な
食
感
と
味
わ
い
の
深
さ
が
す
ご
い
。
も
ぐ
も
ぐ
口
を
動

か
す
と
、
ぐ
ぐ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
よ
う
な
う
ま
味
が
口
内

に
じ
わ
じ
わ
と
広
が
る
。
こ
れ
が
快
々
。
な
ん
で
こ
ん
な

に
美
味
し
い
の
と
感
銘
。
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
い
、

月
に
一
度
の
美
容
室
行
き
の
楽
し
み
と
な
っ
た
。

「
く
ぬ
ぎ
の
森
パ
ン
工
房
」
は
埼
玉
県
入い

る

間ま

郡
三み

芳よ
し

町

「
三さ

ん

富と
め

今こ
ん

昔じ
ゃ
く

村む
ら

」
に
あ
る
。
建
造
物
の
解
体
現
場
か
ら
出

る
瓦が

礫れ
き

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
手
掛
け
る
石
坂
産
業
株
式

会
社
（
代
表
取
締
役
・
石
坂
典
子
氏
）
が
、
江
戸
期
に
開
拓

さ
れ
た
里
山
を
地
域
と
連
携
し
再
生
さ
せ
た
と
こ
ろ
。
東

京
ド
ー
ム
4
個
分
の
広
さ
が
あ
る
。

4
月
に
「
B
R
E
A
D 

F
E
S
T
A
」（
パ
ン
祭
り
）

が
あ
る
と
い
う
の
で
、
妻
が
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
出
か

け
た
。
東
武
東
上
線
ふ
じ
み
の
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
で
約
15

分
。
受
付
の
窓
口
は
、
食
事
も
で
き
パ
ン
も
販
売
さ
れ
て

い
る
木
造
の
「
く
ぬ
ぎ
の
森
交
流
プ
ラ
ザ
」。
パ
ン
工
房

ま
で
木
々
に
囲
ま
れ
た
里
山
を
歩
く
。
木
材
を
細
か
く
破

砕
し
敷
き
詰
め
た
フ
カ
フ
カ
の
道
が
あ
り
爽
や
か
。
心
も

体
も
和
み
癒
さ
れ
る
。

パ
ン
工
房
の
あ
る
大
き
な
広
場
は
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ラ
ソ

ル
の
あ
る
テ
ー
ブ
ル
席
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
こ
で
焼
き
た

て
パ
ン
や
カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
、
薪
焼
き
ピ
ザ
が
楽
し
め
る
。

「
し
あ
わ
せ
神
社
」、「
こ
ど
も
の
水
辺
」、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

な
ど
も
あ
り
、
周
り
を
囲
む
よ
う
に
ミ
ニ
S
L
が
走
り
乗

車
体
験
で
き
る
。
多
く
の
親
子
が
遊
び
に
訪
れ
る
。

祭
り
開
催
中
は
特
別
に
パ
ン
工
房
前
の
テ
ラ
ス
に
パ
ン

が
登
場
す
る
。
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
マ
ー
ブ
ル
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
パ
ン
、
オ
リ
ー
ブ
ア
ン
チ
ョ
ビ
、
あ

ん
パ
ン
を
青
空
の
下
で
い
た
だ
く
。
満
福
、
至
福
。
お
土

産
は
バ
ケ
ッ
ト
、
ス
コ
ー
ン
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
レ
ー
ズ

ン
パ
ン
な
ど
な
ど
。

パ
ン
と
小
麦
を

作
る
方
に
直
接
話

を
聞
い
て
み
た
い

と
「
三
富
今
昔
村

事
業
推
進
部
」
の

三
木
千
鶴
さ
ん
に

お
願
い
し
、
再
訪

す
る
こ
と
と
し
た
。

パ
ン
作
り
を
す

る
の
は
東
京
出
身

の
喜
納
大
輝
さ
ん
。

「
三
富
今
昔
村
」「
く
ぬ
ぎ
の
森
パ
ン
工
房
」
の
焼
き
た
て
パ
ン
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調
理
の
高
校
を
出
た
あ
と
イ
タ
リ
ア
ン
で
10
年
働
い
た
。

「
く
ぬ
ぎ
の
森
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
調
理
ス
タ
ッ
フ
に
転
職

し
た
先
輩
の
勧
め
で
、
喜
納
さ
ん
も
「
三
富
今
昔
村
」
に

や
っ
て
き
た
。「
目
の
前
が
農
園
。
フ
ァ
ー
ム
to
テ
ー
ブ

ル
は
、
都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
味
わ
え
な
い
と
こ
ろ
が

魅
力
。
収
穫
か
ら
見
て
調
理
し
、
お
客
様
に
届
け
る
と
い

う
の
を
是
非
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
だ
っ

た
。
当
時
、
小
麦
は
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
外
部
業
者
に

委
託
し
て
パ
ン
を
作
っ
て
い
た
。

石
坂
典
子
社
長
か
ら
「
パ
ン
を
作
っ
て
み
な
い
」
と
言

わ
れ
試
作
を
開
始
。
視
察
先
に
、
沖
縄
県
宜ぎ

野の

湾わ
ん

市
嘉か

数か
ず

に
あ
る
「
宗む

な

像か
た

堂
」
を
紹
介
さ
れ
現
地
に
行
き
、
大
い
に

刺
激
を
受
け
、
ゼ
ロ
か
ら
の
パ
ン
作
り
が
始
ま
る
。

農
園
で
栽
培
さ
れ
る
プ
ラ
ム
、
杏あ

ん
ず、

梅
、
柿
な
ど
か
ら
、

天
然
酵
母
を
作
る
。
瓶
に
入
れ
水
を
加
え
て
3
〜
5
日
か

け
発
酵
さ
せ
る
。
あ
と
は
仕
入
れ
た
有
機
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
。
パ
ン
は
酵
母
を
生
地
に
練
り
こ
み
2
日
か
け
て
熟
成

さ
せ
る
。
天
然
酵
母
は
、
4
〜
5
種
類
。
パ
ン
に
よ
っ
て

使
い
わ
け
て
い
る
。

小
麦
は
自
家
栽
培
の
「
春
よ
恋
」
と
、
仕
入
れ
た
国
産

パ
ン
用
小
麦
・
北
海
道
産
「
ゆ
め
ち
か
ら
」、
埼
玉
県
産

「
ハ
ナ
マ
ン
テ
ン
」の

ブ
レ
ン
ド
。
国
産
有

機
小
麦
が
香
り
も
引

き
立
ち
力
の
強
い
パ

ン
に
な
る
。

砂
糖
は
ア
ガ
ベ

シ
ロ
ッ
プ
（
有
機
）、

沖
縄
サ
ト
ウ
キ
ビ
原

料
の
「
本ほ

ん

和わ

香か

糖
」

と
北
海
道
の
甜て

ん

菜さ
い

糖

な
ど
。
塩
は
フ
ラ
ン

ス
の
ゲ
ラ
ン
ド
の
塩
、

沖
縄
の
塩
や
広
島
・

呉
の
藻も

塩し
お

な
ど
、
海
水
か
ら
作
る
も
の
で
ミ
ネ
ラ
ル
分
の

高
い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「
自
然
を
大
事
に
し
た
自
然
由
来
の
商
品
を
お
客
様
に
届

け
た
い
」
と
喜
納
さ
ん
。
現
在
3
名
が
携
わ
る
。

農
業
担
当
は
小
山
雅
則
さ
ん
。
埼
玉
県
狭
山
市
出
身
。

元
消
防
士
。
子
供
が
農
薬
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
こ
と
か
ら

野
菜
栽
培
を
始
め
、
石
坂
産
業
が
、
固
定
種
（
自
家
採
種
）

で
有
機
栽
培
を
し
て
い
る
と
知
り
入
社
し
た
。

畑
は
2.3
㏊
。
農
業
担
当
は
3
人
と
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
2

名
。
野
菜
や
果
物
を
30
品
目
以
上
栽
培
し
て
い
る
。

パ
ン
に
適
し
た
小
麦
「
春
よ
恋
」
は
、
3
2
0
0
㎡
あ

る
畑
を
4
つ
に
分
け
、
収
穫
後
は
畑
を
休
ま
せ
土
を
肥ひ

沃よ
く

に
さ
せ
交
替
で
栽
培
を
す
る
。
堆
肥
は
里
山
の
落
ち
葉
。

11
〜
12
月
に
集
め
1
年
か
け
発
酵
さ
せ
堆
肥
に
す
る
。
栽

培
に
必
要
な
窒ち

っ
そ素

分
を
得
る
た
め
ク
ロ
ー
バ
ー
を
春
に
蒔ま

き
、
5
月
か
ら
9
月
に
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
（
草
刈
り

機
）
で
土
に
戻
す
。

小
麦
の
種
蒔
き
は
11
月
3
日
頃
。
1
月
に
芽
が
出
た
ら

根
張
り
と
枝
分
か
れ
を
促
し
収
量
を
良
く
す
る
麦む

ぎ

踏ふ
み

を
、

2
月
の
間
ま
で
約
3
回
行
う
。
3
月
に
入
り
穂
が
20
㎝
ぐ

ら
い
に
な
る
。
穂
の
育
ち
が
弱
い
も
の
に
は
有
機
ア
グ
レ

ッ
ト
（
植
物
・
動
物
由
来
の
肥
料
）
を
与
え
成
長
を
揃
え
て

あ
げ
る
。
3
月
か
ら
4
月
の
間
に
い
っ
き
に
伸
び
る
。
収

穫
は
6
月
に
入
り
6
月
15
日
の
間
。
収
穫
ま
で
に
月
一
回

ほ
ど
畑
に
入
り
3
〜
4
時
間
か
け
雑
草
を
刈
り
土
に
戻
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
。
ス
タ
ッ
フ
が
全
員
で
「
は
ざ
掛

け
」
し
2
〜
3
週
間
か
け
て
天
日
干
し
す
る
。
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
（
脱
穀
機
）
で
実
を
取
り
工
場
に
出
荷
し
て
小
麦
粉

に
し
て
戻
っ
て
く
る
。
収
量
約
6
0
0
㎏
だ
。

土
づ
く
り
か
ら
行
う
小
麦
の
有
機
栽
培
は
国
内
で
も
希

少
だ
。
な
ぜ
な
ら
日
本
の
小
麦
自
給
率
は
13
%
。
有
機
農

業
は
国
内
栽
培
面
積
の
0.3
%
し
か
な
い
か
ら
だ
。

小
麦
栽
培
か
ら
パ
ン
作
り
ま
で
手
間
暇
か
け
た
行
程
を

お
聞
き
し
、
美
味
し
さ
に
納
得
の
小
旅
行
と
な
っ
た
。

地食がおもしろい

金丸弘美さんの共著　『地域再生最前線　- 食・農・団地再生・教育から進める地域の創り直し -』一般社団法人 社会基盤技術評価支援機構・中部 編［理工図書］＊好評発売中です

有
機
栽
培
さ
れ
て
い
る
パ
ン
用
小
麦
　


